
資料１ 

和束町総合保健福祉施設整備基本計画（検討委員会案）に対するパブリックコメントの実施結果について 

 

〔実施概要〕 

1. 意見募集の対象 

    「和束町総合保健福祉施設整備基本計画（検討委員会案）」 

2. 実施期間 

    令和 2 年 3月 10日（火）から令和 2 年4 月 10 日（金）まで （３２日間） 

3. 公開の方法 

（1）和束町ホームページ（2）和束町役場福祉課（3）和束町人権ふれあいセンター（4）湯船会館（5）和束町国保診療所 

（6）和束町社会福祉センター 

４．意見提出方法 

（1）郵 送 （2）ＦＡＸ  （3）電子メール （4）持 参 

 

〔意見募集の結果〕 

1. 意見の件数 

    （1）提出者数    １５人 

    （2）意見件数    ２８件 

2. 提出方法 

（1）郵  送     2 人 

（2）電子メール    2 人 

（3）持  参    １１人 

３. 意見及び考え方 

    別紙のとおり 

  



別紙 

和束町総合保健福祉施設整備基本計画（検討委員会案）に対する意見及び考え方（案） 

 

意見の内容 意見に対する考え方 原案の修正について 

１．基本構想について 

整備の基本方針「４ 和束町の魅力や文化を内外に発信す

るシンボル拠点」の項目に関しての具体的内容があまりよく

わかりませんでした。 

 和束町の大きな特色は「お茶の町」です。また、近年

は「教育観光」にも力を入れ、多くの子どもたちの体験

教育の場としてまちの活性化に努めています。 

 このような町の姿を内外に発信するため、保健や福祉

だけの機能ではなく、本施設の中では図書コーナーを設

け、お茶に関する資料を置いたり、ホールでは体験教育

で集まった子供たちの受入れを考えています。 

 また、町民の方に日常的に活用していただき、町外か

らの人とも交流が生まれ、新しい和束文化を創造してい

く姿そのものが、新しいまちづくりのシンボルになって

いくものであり、本施設はその拠点としての役割を担っ

ていくものと考えています。 

・修正なし 

計画されている総合保健福祉施設については予算の制約

もあるとは思いますが、中途半端なものを建てるのではな

く、機能的で斬新な将来を見据えた施設であることと、全国

に発信できるような機能を備えた施設にしてほしいです。 

 基本構想に掲げている４つの基本方針の一つを「和束

町の魅力や文化を内外に発信するシンボル拠点」として

います。当然予算の問題や、将来に負担を残さない投資

ということも考えていかなければなりませんが、ご指摘

の通り、町のシンボル拠点として和束らしい施設づくり

を目指すものです。 

・修正なし 



２．施設内容について 

保育園も老朽化が進み、近い将来建て替え等考えなければ

ならないのなら、学童、保育園、老人施設も一緒であったな

ら、家族や保護者があちこち車を走らせなくても送迎できる

し、福祉施設及び人が居るという所からも安心できると思

う。 

災害があっても機能する施設であって欲しい。（近年の自

然災害が、想定外である事が多く、機能しない所がニュース

になっていたりするので、そのような事のないように充分対

策をとって欲しい） 

 確かに様々な施設が複合化や隣接していると、効率性

の面からみて優れているのはご指摘のとおりです。 

 しかしながら、そのような拠点整備を図るには、土地

や資金面のみならず、各施設の再整備に関する時期の調

整が必要となってきます。 

 今回の総合保健福祉施設は、和束町総合計画に基づき

整備を進めるものであり、他の和束町の保有する公共施

設のあり方については、和束町公共施設等総合管理計画

に基づき、長期的な視点をもって更新や長寿命化等を計

画的に実施することとしています。 

 また、整備の基本方針の一つを「町民のだれにとって

も安心拠点」としていることから、災害時の対策拠点に

もなり得る施設として整備を進めることとしています。 

 

・修正なし 

住民が自由に使えるインターネットを閲覧できるパソコ 

ンを交流スペースに置いてほしい。 

その他の交流部門では、「情報発信機能」を想定してい 

ますので、パソコン設置の是非を含め、詳細は設計段階

で検討します。 

・修正なし 

小さな子ども利用する施設なので幼児用のトイレを整備 

してほしい。 

ご指摘のとおり、乳幼児も利用する施設となりますの 

で、設計の段階では組み込んでいくことを想定していま 

す。 

・修正なし 

 高齢者の憩いの場所でもあるので、マッサージ機器や簡単 

な運動器具等を備えてほしい。 

多目的ホールは、軽スポーツやリハビリにも活用でき 

る場を想定しており、必要な設備の導入は図るものとし

ていますが、詳細は設計段階で検討します。 

・修正なし 



災害発生時の対策拠点及び避難所としての機能を有する 

施設であるならば、非常用自家発電装置やマンホールトイ 

レ等の設備や被災者・避難者の通信手段の確保に有効であ 

るWi-Fiの整備も必要と思う。 

 ご指摘の通りと考えています。今後設計の段階におい 

ては、災害対策についての設備・機器等についても十分 

配慮した検討を行います。 

・修正なし 

（ Ｐ７ ） パターン A・B・Cと示されているが、今回の 

ような新型コロナウィルスの感染等も予測した中では、診療

所の入り口は単独入り口にするべきだと思う。 

 設計段階においては、施設全体のゾーニングや施設内 

の動線についても、その点への配慮を十分に行います。 

・修正なし 

様々な意見に対して、期待もあり多くの人々の願いが出さ 

れたが、何もかも詰め込むのはかえって機能が分散する。福

祉施設なので本来の機能がより充実できるように考えるべ

きである。 

 ①調理室については衛生的でより使いやすいものを設置

してほしい。現在のように蛇口が逆回りでは困る。水も

漏れて水浸しになる。家庭より不便では困る。器具もバ

ラバラにしまわれないよう使用規定や管理もしっかり

行っていただきたい。 

 ②図書室はもっと充実したものを現在のところを拡張し

ていただけないだろうか。小中学校の近くにあるのが

一番である。バス待ちの子の利用も多い、体験交流セン

ターのホールの利用が、福祉センターのホールが出来

れば減少すると思われる。 

 ③Ｐ43（ワークショップからの意見）にお酒が飲める場と

か、アウトドアショップ、道の駅、直売所などの希望も

あるが、本来の目的とかけ離れている。商工会の建物も

できたばかりである。保健福祉施設としての機能充実

を考えたい。予算にも限度がある。 

 本施設は「保健・医療・福祉のワンストップステーシ 

ョン」を第一義的に狙いとする施設であり、ご指摘の通 

りです。それを含めて、“和束町民の心の拠りどころ”を 

目指すものであり、「ふれあい・安全安心・シンボル」と 

いうものを併せ持った施設として考えています。 

 ①については、設計の段階で十分に配慮したいと考え

ています。 

 ②については、別途、和束町の図書室のあり方につい

てのご意見として賜っておきます。 

 ③については、ご指摘の機能は本計画の中でも組入れ

ない考えとしています。 

・修正なし 



 地球規模の環境問題に対する関心が高まる中、省エネルギ 

ー化だけでなく、環境にやさしい資材の活用など環境負荷の 

低減に向けた施設の整備が必要ではないでしょうか。 

 省エネルギーだけでなく、施設の長寿命化や茶源郷の 

拠点にふさわしい施設づくりやデザインにも配慮して 

いきたいと考えています。 

 

・ご意見を参考に、31 ページ 

「Ⅲ整備、管理・運営方式の検

討」１施設の整備に当たっての

基本的な考え方【施設を整備す

るに当たっての考慮事項】の一

部を次のように修正します。 

（修正前） 

〇省エネルギーへの対応をお

こないます。 

〇施設の長寿命化への対応に

配慮します。 

（修正後） 

〇国土交通省の「官庁施設の環

境保全性基準」に基づき、施設

の長寿命化や環境にやさしい

資機材の利用、省エネルギーな

ど環境負荷の低減及び周辺環

境の保全に配慮した施設整備

を行います。 

ワークショップの中の意見として「図書室移設」というの 

があるが、図書室は今の場所が良い。なるべく学校の近くの 

方が生徒も利用しやすい。 

図書室移設というのは、ワークショップの中で、意見

の一つとしてはありましたが、本計画で取り組むことは

考えていません。 

・修正なし 



本計画の中の図書コーナーについては、一般書、児童書、 

町の歴史、趣味等シンプルで楽しいものが良い。希望として

予算があれば新聞は二紙くらい置いてほしい。低書架だと取

り出しに腰をかがめる必要があるので、高さを考慮していた

だければありがたい。移動図書やネット予約ができれば良

い。 

施設の図書コーナーは町の子どもから高齢者までが、 

本を読んだり雑誌を観たり気軽に過ごせる場であると

ともに、和束町の特色である「茶」に関する図書も設置

していきたいと考えています。今後、設計を考える段階

では蔵書の内容や施設のつくり方を含めてさらに検討

していきます。 

・修正なし 

子どもから高齢者まで安心して利用できるユニバーサル 

デザインを実現してほしいです。 

 本計画では、施設の内外を通して基本的にはユニバー 

サルデザインで整備していく考えとしています。 

・修正なし 

ワークショップで提起された以下の意見・コメントに 

賛同します。 

 

 〇「居場所」（文化・教養） 

   ＊ミーティングルームの整備 

 〇「観光・交流」 

   ＊町の歴史館 

   ＊観光案内所の機能との融合やコラボ 

（来客に至便なように） 

 〇「飲食・物販」 

   ＊食事ができる空間・広場（雨を避ける） 

   ＊バーベキュースペース 

 〇「その他」 

   ＊Wi-Fiの完備 

   ＊外国人サポートデスク  

 

頂いたご意見は、今後の施設づくりの中で検討する対 

象になっているものでもあります。 

但し、「町の歴史館」については現段階で本施設の中に

取り組むことは想定していません。 

 今後、具体的な設計を行う段階で、取捨選択し、町民

の皆様や来訪者の方にとって、より利用しやすい施設づ

くりを検討することとしています。 

・修正なし 



３．整備場所について 

新しい施設の整備場所として 2 か所が検討されています

が、運転免許証を持っていない高齢者としては、役場と離れ

た場所に整備されると移動に時間がかかり不便なので、浸水

対策を講じて、役場の近くに建てていただきたいと思いま

す。 

 利便性については、これまでも様々な議論がなされて

きましたし、ご指摘のように役場周辺がなにかと便利で

あるという意見は多くありました。 

 一方、これからの時代は、様々な通信手段や交通ネッ

トワークも改良されてくるので、距離の問題はさほど大

きな課題にはならないという意見もありました。 

 整備検討委員会では、利便性を優先するなら役場の隣

接地、安全性を優先するならグリンティ和束の隣接地と

いうふうに評価しています。 

 今後、まちづくりの総合的な判断に立って、いずれか

の場所で整備に着手する予定としています。 

・修正なし 

住み慣れた和束で老後いつまでも元気で安心して住みや

すい施設ができますことを楽しみにしております。やはり場

所として役場周辺で事がすませる事を願っています。 

 同上  ・修正なし 

候補地Ａ・Ｃ・Ｄは論外であり、Ｂ＆Ｅとなる。特にＥは

役場と隣接しており、住民にとっても馴染みがあることや公

共交通を利用して行くことができる中心ゾーンにあり利便

性は高い。今後、福祉課や包括支援センターが新設センター

に移行することや人口減少とともに職員の減少も考えられ、

コンパクトな庁舎内とするために、現在の農振振興課を庁舎

内に戻し、整備期間中に必要な社会福祉センターの機能とす

る。最終、駐車場にする。 

 同上 ・修正なし 



総合保健福祉施設完成までには数年を要します。その頃に

は現在の高齢化率 46％をもっと上回っていると思われます。

免許返納されている人も多くなるのでは？整備候補地は和

束河原バス停から徒歩で行けて役場に隣接する地が良いと

思われます。利用者にとって馴染みがあり、各種関係機関と

の連携がとりやすいし合理的であると思います。 

 同上 ・修正なし 

Ｅ－３を整備候補地として推薦したい。  

理由は 

 ①敷地として最も広い 

 ②役場の近くで関係機関と連携がとりやすい 

 ③建設工事中も継続して施設が利用可能である 

ただ、費用が人工地盤にいること、職員の駐車場確保の問

題がある。しかし、今後の町のシンボル拠点となるところで

あり、今思い切ったことをしなければ悔いが残ることにな

る。決断を望みたい。 

 同上 ・修正なし 

４．整備、管理・運営方式の検討について 

 公設公営方式で良いと思う。  基本的には「公設公営方式」と考えています。但し、

現段階で決定というのではなく、今後の状況変化や関連

機関等の参入意向等の動向によっては「ＰＦＩ方式」に

ついても検討する余地は残しておくものとしています。 

・修正なし 

５．整備財源について 

 国土強靭化には、防災・減災やインフラ老朽化への対策で

あり、多大な国費が費やされています。この機会に是非活用

できることを願うとともに、他の財源確保にも取り組んでい

ただくことを希望します。 

 現段階においては、「過疎対策事業債」を活用していく

ことが、最も現実性が高いと判断しております。但し、

ご指摘のように、国土強靭化の事業を含め、極力将来に

負担を残さないための財源確保を今後とも検討してい

く考えでいます。 

・修正なし 



６．今後の事業プログラムについて 

 基本計画策定後の流れにある表の１年目は、いつの年度を

想定しているのかを記載すべきではないか。そうでないと施

設がいつ完成する予定なのかわからない。 

 極力早い時期に着手したいと考えています。全ての条

件が早期に整えば令和６年頃には完成することを目指

していますが、場所が確定した上でも地質調査などの事

前準備の他、予算確保に向けた国等との協議もありま

す。 

 それらの事について現段階でいつの時点で完了する

という時期を明確化できないことから、事業に着手して

から４年内には完成予定という表現になっています。 

ご意見を受け、36 ページ 

「Ⅴ今後の事業プログラムの

考え方」の一部を次のように修

正します。 

（修正前） 

基本計画策定後の流れは、次

のようになります。 

（修正後） 

基本計画策定後の流れは、次

のようになります。 

 なお、施設整備に係る財源の

確保等に一定の目途が立つな

ど整備条件が整った段階で事

業に着手します。 

 社会福祉センターや国保診療所の老朽化は利用していて

よくわかります。費用も相当かかると思いますが、早期の建

設を望みます。 

 同上 

 

・修正なし 

 


